
令和発祥の都太宰府「梅」プロジェクト特集

市内史跡地で収穫した梅を使用し

てさまざまな製品が完成し、発表

会や報告会などを行いました。

「梅ショコラ実と雫」完成報告会・企業版ふるさと納税贈呈式

　有限会社チョコレートショップと福岡農業高校梅研究班による「梅ショコラ実と雫」の完成報告会が２月

８日㈬に行われました。

　梅研究班は同社へ梅シロップなどを提供し、楠田市長と共に工場見学を行うなど連携を深めています。

今回の梅ショコラはバレンタインシーズンに合わせて

製品名とパッケージを刷新し、福岡だけでなくパリ、

ニューヨークなど海外でも出品される予定で、太宰府

の梅がチョコレートと共に世界へ羽ばたきます。

　同社からは企業版ふるさと納税として本市へ寄附

金の贈呈がありました。寄附金は「梅」プロジェクト

の更なる躍進に活用します。

みのり しずく

「うめぇたれ」発表会・梅製品の寄贈式

　株式会社高橋商店と福岡農業高校梅研究班による「うめぇたれ」の新作発表会が２月20日㈪に行われました。

　同社の「梅」プロジェクト関連商品の新作となる「うめぇたれ」は、さまざまな料理にマッチするまろやかさ

と梅の酸味が効いた万能だれです。梅研究班が製品開発に関わり、味やネーミング、パッケージデザインなど

を一緒に考え、同班の渡邉 萌さんは「試食をした際に酸味が強いと感じたので、

もっと出汁の味が感じられるように改良をお願いしました」と話しました。

　平成26年から始まったこの産官学連携によって「ゆずらん梅」「うめのり」な

ど多くの製品が生まれ、その一部が本市へ寄贈されました。寄贈品は「梅」プ

ロジェクトのＰＲ活動に活用します。

エルサルバドル留学生が修士論文完成を報告

　日本経済大学院で農業経営を学ぶエルサルバドル留学生２人が、昨年８月に令和発祥の都太宰府「梅」

プロジェクトについて楠田市長にインタビューし、今回修士論文が完成した

ことを３月８日㈬に報告しました。

　この修士論文では農業マーケティングの観点から梅プロジェクトについ

て取り上げています。留学生のYolanda Marisol Canales Arguetaさん（写

真中央）は「梅プロジェクトは母国の農家にとって素晴らしい事例です。こ

こで学んだことを母国に戻って役立てたいです」と熱く語ってくれました。

　令和の都だざいふ応援大使・高田課長によるプロモーション

市の魅力発信

　市制施行40周年記念式典で令和の都だざいふ応援大使に就任した本市

出身で芸人の高田課長さんがＴＮＣももち浜ストアに出演し、式典の様子

や太宰府天満宮参道、西鉄都府楼前駅周辺のおすすめの飲食店を紹介す

るなど、早速本市を盛り上げてくれています。 取材に答える高田課長（写真左）

たか　だ

梅ショコラ 工場見学の様子

報告に訪れた様子

うめぇたれ

わたなべ

ジョナンダ マリソル カナレス アルジェタ

はる

太宰府市総合戦略推進委員

株式会社三井住友銀行公共・金融法人部 部長

松澤　尚史さん

私と太宰府の関わりは、『HOTEL CULTIA 太宰府』の

開発企画をするところから始まった。

歴史や文化の魅力に加え、季節や時間の移り変わり

によって、それぞれの空気感を味わえる太宰府を日帰りではなく、ゆっくり滞

在して楽しんでもらいたいと思い門前町にある古民家を活用した分散型ホテ

ルの企画を思い立った。

以降、地元の関係者の皆さん、他の地域で古民家ホテルの開発に携わっ

ている事業者の皆さん、観光庁の皆さんなどの協力を頂き、そして何よりも

古民家のオーナーさんの温かいご理解に支えられ、2019年10月に『HOTEL 

CULTIA 太宰府』はオープンした。

先日久しぶりにホテルにあるレストラン『LE UN』を訪れた際、隣のテーブル

では３人の女性がランチを楽しんでいた。１人は太宰府の方で、東京に住んで

いる２人のお友達を招いてのお食事会。聞こえてきた会話は、「素敵なお店で

しょ？どうしても２人を連れて来たくって」と。インバウンドや富裕層だけでな

く、こうした地元の方に愛される使われ方もいいものだ。
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　企業版ふるさと納税で寄附をいただきました

本市の更なる発展のため大切に活用させていただきます。

団体からの寄附

総合システム管理株式会社

　マンションやビル管理業務、警備業務

などを展開している総合システム管理株

式会社から「令和発祥の都にふさわしい

大太宰府構想推進プロジェクト」に賛同

いただき、企業版ふるさと納税として寄附

をいただきました。

コーユーレンティア株式会社

　本市に関連会社の物流拠点を置くコーユーレンティア株式

会社から「令和の都羽ばたく太宰府！推進プロジェクト」に賛

同いただき、昨年度に引き続き、企業版ふるさと納税として

寄附をいただきました。

　同社とは災害時に備えた協定を締結して連携しています。

本年２月には市制施行40周年記念特別表彰を授与しました。

寄附金贈呈の様子 寄附金贈呈の様子
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本
日
こ
こ
に
、
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
を
招

集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
各
位
に
お
か
れ

ま
し
て
は
大
変
ご
多
用
の
中
を
ご
参
集
賜
り
、
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
定
例
会
は
、
令
和
５
年
度
予
算
案
を
は
じ

め
、
主
要
施
策
並
び
に
条
例
案
な
ど
を
ご
審
議
い

た
だ
く
ひ
と
際
重
要
な
議
会
と
と
ら
え
て
お
り
ま

す
。
議
案
提
案
に
先
立
ち
ま
し
て
、
ま
ず
は
令
和

５
年
度
の
市
政
運
営
に
臨
む
私
の
所
信
を
披
歴
し
、

議
員
各
位
や
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

先
月
１
月
28
日
で
太
宰
府
市
長
に
就
任
し
て
か

ら
丸
５
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
ず
冒
頭
、

こ
れ
ま
で
の
間
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
全

て
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
未
曽

有
の
混
乱
か
ら
の
脱
却
、
元
号
令
和
発
祥
の
地
と

し
て
の
取
組
、
予
期
せ
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
な

ど
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
事
案
が
次
か
ら
次
へ
と
押

し
寄
せ
ま
し
た
が
、
こ
の
間
一
貫
し
て
世
の
為
人

の
為
、
市
の
為
市
民
の
為
に
私
の
持
ち
う
る
力
は

出
し
尽
く
し
て
来
た
と
い
う
事
だ
け
は
胸
を
張
っ

て
言
え
ま
す
。

お
陰
様
で
史
跡
地
の
梅
を
グ
ル
メ
や
ス
イ
ー
ツ

に
仕
立
て
る
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
梅
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
起
爆
剤
に
ふ
る
さ
と
納
税
が
就
任
後
30
倍

増
と
な
る
12
億
円
を
大
き
く
突
破
す
る
な
ど
積
年

の
課
題
で
あ
っ
た
歳
入
増
も
年
々
着
実
に
実
現

し
、
直
近
の
市
民
意
識
調
査
で
は
市
政
へ
の
信
頼

度
も
７
割
を
超
え
、
職
員
の
対
応
満
足
度
や
効
率

的
な
市
政
運
営
な
ど
も
５
年
連
続
上
昇
す
る
な
ど

上
昇
気
流
に
乗
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の

原
点
を
胸
に
刻
み
、
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

さ
て
、「
令
和
の
都
さ
ら
に
羽
ば
た
く
太
宰
府

~
課
題
解
決
先
進
都
市
を
目
指
し
て
~
」
を
掲
げ

た
二
期
目
の
実
質
初
年
度
と
も
な
り
ま
す
令
和
４

年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

を
図
る
べ
く
、
コ
ロ
ナ
禍
を
力
強
く
乗
り
越
え
、

令
和
の
都
と
し
て
太
宰
府
を
さ
ら
に
羽
ば
た
か
せ

る
た
め
の
積
極
的
投
資
を
行
う
「
市
制
40
周
年
未

来
チ
ャ
レ
ン
ジ
予
算
」
と
銘
打
っ
た
、
総
額
２
９

０
億
円
あ
ま
り
、
過
去
最
大
規
模
の
予
算
を
組
み
、

着
実
な
執
行
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、ビ
ジ
ョ
ン
会
議
に
て
「
行
財
政
改
革
」「
新

し
い
公
共
」「
ニ
ュ
ー
太
宰
府
構
想
」「
世
界
に
羽

ば
た
く
人
材
育
成
」「
企
業
誘
致
、起
業
創
業
支
援
」

の
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、ベ
ス
ト
＆
ブ
ラ
イ

テ
ス
ト
た
る
外
部
委
員
と
組
織
横
断
的
に
チ
ー
ム

編
成
し
た
我
々
の
叡
智
を
結
集
し
て
二
期
目
公
約

の
実
現
と
更
な
る
具
体
化
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
に
は
清
水
圭
輔
前
副
市
長
か
ら
原

口
信
行
現
副
市
長
に
、
12
月
に
は
樋
田
京
子
前
教

育
長
か
ら
井
上
和
信
現
教
育
長
に
そ
れ
ぞ
れ
交
代

し
、
二
期
目
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
私
も
含
め

心
機
一
転
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
前
任
者
の
意

志
も
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
、
改
め
て
三
役
一
丸
と

な
っ
て
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

悲
願
で
あ
り
ま
し
た
全
員
喫
食
に
よ
る
中
学
校

完
全
給
食
は
、
一
期
目
終
盤
に
基
金
を
積
み
立
て

た
う
え
で
二
期
目
公
約
に
掲
げ
、
就
任
直
後
か
ら

集
中
的
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
検
討
や
取
組
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
内
新
工
場

が
建
設
さ
れ
出
来
立
て
で
美
味
し
く
、
安
全
で
、

か
つ
経
済
税
収
効
果
も
見
込
め
る
か
た
ち
で
昨
年

11
月
晴
れ
て
契
約
締
結
に
至
り
、
来
年
１
月
の
開

始
に
向
け
引
き
続
き
全
力
を
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

市
制
施
行
か
ら
節
目
の
40
周
年
を
迎
え
た
本
年

度
、
年
間
を
通
じ
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
様
々
な

取
組
を
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
初
春
令
月
に
あ
た

り
建
国
記
念
の
日
で
も
あ
る
今
月
佳
き
日
に
、
三

年
越
し
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
中
西
進
先
生
も
直

接
に
お
迎
え
し
、「
令
和
の
都
さ
ら
に
は
ば
た
く

だ
ざ
い
ふ 

市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
」
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
を
機
に
当
時
の
我
が
国
の
最
先
端

の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
梅
花

の
宴
を
１
３
０
０
年
の
時
空
を
超
え
現
代
に
甦
ら

せ
る
「
令
和
文
化
会
議
」、
古
の
「
大
宰
府
」
も

現
在
の
「
太
宰
府
」
も
あ
わ
せ
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
い
た
だ
く
「
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
応
援
大
使
」

の
委
嘱
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
更
な
る
飛

躍
を
期
す
「
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育
成
表
彰
」

や
「
子
ど
も
学
生
美
術
展
」
と
い
う
新
た
な
取
組

も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
市
の
来
し
方
と

行
く
末
に
つ
い
て
改
め
て
思
い
を
致
し
、
今
後
の

50
周
年
１
０
０
周
年
へ
の
バ
ト
ン
を
確
か
に
つ
な

楠田大蔵市長が２月28日、太宰府市議会第１回定例会において、令

和５年度の施政方針演説を行いました。

「施政方針」とは、これからの市政運営に向けての基本的な考え方

と主な施策を示すものです。今回は、全文を紹介します。

まちづくりビジョンに沿った重点項目を設定し、さま

ざまな新機軸も盛りこんだ「市民ニーズに応える令和

の都だざいふ予算」

施 政 方 針

令和５年度　令和の都さらに羽ばたくだざいふ！

は
じ
め
に

　太宰府筑紫野更なる連携へ自治体連携の推進

　筑紫野市では、２月１日より平井一三新市長が就任し、その日のうちに着

任挨拶と今後の連携を話し合うため太宰府市役所を訪問されました。

　両市は隣接し、地理的にも歴史的にも文化的にも繋がりが強い関係で

す。今後は観光や経済、交通などあらゆる分野の連携を進めます。

握手を交わす平井市長（写真左）と楠田市長

ひら い かず み

　太宰府高校１年生が市政へ提言人材育成

　太宰府高校１年生による「総合的な探究の時間」の学年発表会が２月16

日㈭に行われました。

　生徒の皆さんは、市長講演や市職員による出前授業、市役所への臨場研

修を通じて、社会の中で自分たちができることを考え、まちづくりイベントへ

の協力や観光、福祉施策など多岐にわたる提言を行いました。
市政への提言を発表する生徒たち

　太宰府天満宮節分豆まき地元神事に参列

　２月３日㈮、恒例の太宰府天満宮節分厄除祈願大祭が行われ、楠田市長

も卯年の年男の一人として西高辻宮司らとともに舞台上から豆まきを行い

ました。全部で１万５千の豆入り袋がまかれ、楠田市長は「鬼を払って福を

招き入れ、本年も本市と市民の皆さまにとって佳き年となりますよう祈念し

ながらの大役でした」と話しました。

　観梅列車出発式観光の回遊性向上

　２月４日㈯に西鉄福岡駅で行われた観梅列車出発式に、太宰府観光協会と筑紫野市観光協会と共に楠田

市長はじめ本市職員が参加しました。

　長い歴史のある観梅列車は、梅の花の時期に合わせて特製ヘッドマークをつけて走る西鉄の列車で、太宰

府、筑紫野の観光シーズン到来を告げる風物詩となっています。

　この日は令和の都だざいふ応援大使のおとものタビットや太宰府天満宮

のみこ、ヘッドマークにデザインされているキャラクターの千梅ちゃんも駆

けつけ、太宰府観光のＰＲを行いました。

　太宰府、筑紫野の観光連携を図り回遊性を高めるためにも、今後もこう

した取り組みに積極的に参加します。

観梅列車の出発を見送る参加者

豆まきの様子

　陸上自衛隊第４師団創立60周年に参列関係機関との連携

　春日市に拠点を置く陸上自衛隊第４師団の創立60周年記念行事に楠田

市長が参列しました。本市と自衛隊は、市の災害対策本部での方針決定や

災害危険箇所調査などで緊密に連携しています。

　今後も更に連携を深め、災害に強いまちづくりの視点から安心安全なま

ちづくりを推進していきます。

創立60周年記念行事会場の様子
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